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（一社）千葉県警備業協会「セイフティフォーラム2023in千葉」
　
せ
っ
か
く
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
私
か
ら
千
葉
県
内

の
治
安
情
勢
に
つ
い
て
、
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
治
安
情
勢
の
目
安
と
な

る
千
葉
県
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数

で
す
が
、
暫
定
値
で
は
あ
り
ま
す

が
、
23
年
10
月
末
現
在
で
３
万
１

０
５
９
件
で
あ
り
、
前
年
同
期
比

４
２
６
７
件
増
加
し
て
お
り
ま

す
。

　
「
電
話
de
詐
欺
」
に
つ
い
て

は
、
同
じ
く
10
月
末
現
在
１
１
２

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
青
年

部
会
員
か
ら
は
「
安
全
は
す
べ
て

に
お
い
て
優
先
す
る
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
警
備
員
の
悲
惨
な
労

働
災
害
を
１
件
で
も
減
ら
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
一
度
も

中
止
せ
ず
に
開
催
し
て
き
た
こ
と

は
、
協
会
会
長
と
し
て
、
そ
の
思

い
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り

警
備
業
界
と
の
連
携
高
め
る

千
葉
県
警
察
本
部
風
俗
保
安
課
長 

髙
津
　
浩
司

強
固
な
意
志
と
安
全
対
策

（
一
社
）千
葉
県
警
備
業
協
会 

会
長 

加
藤
　
智
行

６
件
で
、
前
年
同
期
比
で
50
件
減

少
し
、
被
害
金
額
は
約
23
億
７
６

０
０
万
円
で
、
約
９
１
０
０
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
県
内
で
は
依

然
と
し
て
高
額
な
被
害
が
頻
発
す

る
な
ど
、
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま

す
。

　
次
に
、
交
通
事
故
発
生
状
況
に

つ
い
て
で
す
が
、
10
月
末
現
在
の

暫
定
数
で
、
千
葉
県
内
に
お
け
る

交
通
人
身
事
故
の
発
生
件
数
は
１

万
９
５
３
件
と
、
前
年
同
期
比
で

３
３
６
件
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
死
者
数
は
96
人
と
前
年

同
期
比
で
４
人
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
全
国
の
交
通
事
故
死
者
数

で
千
葉
県
は
現
在
ワ
ー
ス
ト
５
位

で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情

ま
す
。

　
本
日
は
「
論
文
」
「
ポ
ス
タ

ー
」
「
標
語
」
の
各
部
門
に
お
い

て
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
り
、

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い

て
、
労
災
事
故
の
絶
無
を
期
す
る

た
め
、
率
先
垂
範
し
て
安
全
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

警
備
員
の
安
全
と
健

康
を
守
る
重
い
責
任

　
多
発
す
る
警
備
業
界
に
お
け
る

　
（
一
社
）
千
葉
県
警
備
業
協
会
（
加
藤
智
行
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
「
セ
イ
フ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
３
in
千
葉
」
が
２
０
２
３
年
11
月
10
日
、
千
葉
市
内
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
で
開
か

れ
、
総
勢
約
90
人
が
出
席
。
11
月
１
日
の
「
警
備
の
日
」
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
警
備
員
の
労

働
災
害
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
労
働
安
全
衛
生
大
会
と
し
て
、
青
年
部
会
員
が
主
体
と
な
り
企
画
・
運

営
し
た
も
の
で
、
今
回
で
８
回
目
を
数
え
た
。
来
賓
と
し
て
、
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
の
髙
津
浩

司
・
風
俗
保
安
課
長
、
千
葉
市
消
防
局
警
防
部
の
石
垣
昭
彦
・
救
急
課
長
ら
が
祝
辞
。
さ
ら
に
特
別

講
演
で
は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課
の
鈴
木
毅
・
副
主
任
地
方
産
業
安
全
専
門
官
に

よ
る
「
警
備
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
」
と
、
㈱
千
葉
薬
品
の
江
澤
愛
里
・
産
業
保
健

師
に
よ
る
「
免
疫
力
ア
ッ
プ
講
座
〜
心
と
身
体
の
両
方
で
免
疫
力
を
高
め
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
話

を
聴
い
た
。

勢
に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
交
通
事
故
に
関
し
て

は
、
年
末
に
か
け
て
、
薄
暮
時
間

帯
や
夜
間
帯
に
お
け
る
交
通
死
亡

事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
ほ

か
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大
事
故

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
皆

さ
ん
の
業
務
に
お
い
て
も
危
険
性

が
高
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。犯

罪
の
起
き
に
く
い

社
会
づ
く
り
を
推
進

　
警
察
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
警
備
業
協
会
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
を
高
め
、
社
会
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪

の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
を
強

力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
11
月

１
日
の
「
警
備
の
日
」
に
伴
う
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
労
働
災
害
事

故
の
防
止
を
図
る
意
識
を
よ
り
高

め
る
こ
と
」
を
目
的
に
開
催
し
、

警
備
業
界
に
お
け
る
労
働
災
害
の

絶
無
を
期
す
る
、
極
め
て
重
要
な

大
会
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

　
皆
さ
ん
が
携
わ
る
警
備
業
は
、

生
活
安
全
産
業
と
し
て
、
我
が
国

の
治
安
の
維
持
、
確
保
の
た
め
に

不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
警
備
業

に
求
め
ら
れ
る
使
命
と
果
た
す
べ

き
責
務
は
、
い
っ
そ
う
重
要
な
も

の
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
（
一
社
）
千
葉
県
警
備

業
協
会
や
、
皆
さ
ん
の
様
々
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
警
備
員
の
方
々
が
、
よ
り
安

全
に
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
、
警
備
業
の
適

正
化
や
安
全
活
動
の
推
進
に
ご
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

労
働
災
害
に
関
し
て
、
23
年
８
月

１
日
に
全
国
警
備
業
協
会
か
ら

「
死
亡
事
故
増
加
に
伴
う
警
備
員

の
受
傷
事
故
防
止
対
策
の
再
徹
底

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
が
、

各
都
道
府
県
警
備
業
協
会
に
通
達

さ
れ
、
過
日
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

も
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
内
容
は
、全
国
に
お
い
て
、

６
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
２
か
月

間
で
４
件
の
重
大
労
災
事
故
が
発

生
し
、
う
ち
３
件
が
交
通
誘
導
警

備
業
務
中
に
お
け
る
交
通
死
亡
事

故
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
通
達
発
出
後
に

も
、
警
備
業
務
中
の
警
備
員
の
死

亡
事
故
が
全
国
各
地
域
で
発
生
し

て
お
り
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態

で
あ
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
県
内
に
お
い
て

も
、
交
通
誘
導
警
備
業
務
中
の
警

備
員
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
も
承
知
し
て

い
る
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
交
通
誘
導
警
備
現

場
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
場
で
は

常
に
重
大
事
故
に
遭
遇
す
る
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

再
認
識
し
て
、
安
全
教
育
及
び
現

場
指
導
の
徹
底
を
期
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
年
の
会
報
７
月
号
に
「
令
和

４
年
度
中
の
県
下
加
盟
会
社
に
お

け
る
労
働
災
害
事
故
の
発
生
状

況
」
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、
①
年
齢
別
で
は

業
務
災
害
・
通
勤
災
害
と
も
、
50

歳
代
以
上
の
方
で
半
数
以
上
を
占

め
て
い
る
②
業
務
災
害
の
事
故
原

因
で
最
も
多
い
の
が
「
転
倒
事

故
」
で
あ
る
が
、
熱
中
症
に
よ
る

災
害
が
増
加
し
て
い
る

―
こ
と

な
ど
、
県
下
加
盟
会
社
に
お
け
る

労
災
事
故
の
特
徴
や
傾
向
が
見
て

取
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
本
資
料
を
社

内
の
安
全
教
育
等
の
機
会
に
活
用

警
備
員
の
労
災
事
故
ゼ
ロ
へ

　「
警
備
の
日
」

も

周

知

総
勢
90
人
が
出
席

㈱千葉薬品の江澤愛里
・産業保健師による
「免疫力アップ講座」

　
わ
れ
わ
れ
（
一
社
）
千
葉
県
警
備
業
協
会
会
員
は
、
各
種

警
備
業
務
を
通
じ
て
社
会
公
共
の
安
全
に
寄
与
す
る
と
い
う

確
固
た
る
基
本
理
念
の
も
と
、
安
全
産
業
の
中
核
業
界
と
し

て
、
警
備
業
が
果
た
す
社
会
的
役
割
を
的
確
に
遂
行
す
る
こ

と
を
責
務
と
す
る
。

　
県
民
が
肌
で
感
じ
る
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
に
は
、
警
備
業
務
を
通
じ
た
事
件
・
事
故
等
を
絶
対
に
惹

起
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
業
界
の
宿
命
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
組
織
を
上
げ
て
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
い
く
。

１　

�

わ
れ
わ
れ
は
、
協
会
の
基
本
理
念
を
堅
持
し
て
い
く
た

め
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。

２　

�

わ
れ
わ
れ
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
警
備
業
務
の
適

正
化
に
全
力
で
努
め
る
。

３　

�

わ
れ
わ
れ
は
、
率
先
垂
範
し
、
危
機
管
理
と
労
働
災
害

の
防
止
に
努
め
る
。

４　

�

わ
れ
わ
れ
は
、
適
正
な
労
務
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

警
備
員
の
健
康
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

　
　
　
以
上
、
宣
言
す
る
。

　
　
　
２
０
２
３
年
11
月
10
日

大会宣言

【
労
働
災
害
事
故
の
現
状
】

　
千
葉
労
働
局
は
、
昨
年
、
令
和
４

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
労
働
災
害

の
死
傷
者
数
（
休
業
４
日
以
上
）
が

初
め
て
１
万
人
を
超
え
、
過
去
最
多

の
１
万
２
５
４
８
人
と
な
っ
た
と
発

表
し
た
。
医
療
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
半
数
以
上
を

占
め
る
が
、
コ
ロ
ナ
関
連
を
除
く
死

傷
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
増
加

は
７
年
連
続
で
、
１
万
を
超
え
た
の

は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
昭
和
47
年

以
降
初
め
て
と
な
る
。

　
そ
の
内
訳
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

６
４
０
７
人
、
転
倒
事
故
１
６
９
４

人
、
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
１

０
６
５
人
、
墜
落
・
転
落
８
４
４
人

と
続
く
。
業
種
別
で
は
、
我
々
警
備

業
や
医
療
関
係
が
含
ま
れ
る
第
３
次

産
業（
サ
ー
ビ
ス
業
）が
全
体
の
７
割

を
占
め
る
。各
業
界
が
、安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
注
意
喚
起

を
促
し
、
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
減
る
傾
向
に
な
い
。

　
主
に
１
号
警
備
業
務
と
２
号
警
備

業
務
（
雑
踏
）
を
取
り
扱
う
、
私
の

勤
め
る
警
備
会
社
も
例
外
で
は
な

く
、
毎
年
、
労
災
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
実
態
と
し
て
は
、
迎
春
、
花

火
大
会
な
ど
、
臨
時
で
行
う
「
慣
れ

な
い
場
所
」
で
の
労
働
災
害
事
故

は
、
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て
い
な
い
。

で
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
時
に

発
生
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
常

駐
で
勤
務
し
て
い
る
「
慣
れ
た
場

所
」
で
、
荒
天
時
で
は
な
く
、
好
天

時
に
発
生
し
て
い
る
。

【
警
備
業
の
特
徴
】

　
警
備
業
に
お
い
て
、
安
全
に
対
す

る
意
識
は
個
人
に
依
存
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
単
独
で

任
務
に
当
た
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

あ
る
。
私
自
身
の
経
験
に
な
る
が
、

警
備
対
象
施
設
の
大
き
さ
、
隊
員
の

多
さ
に
関
係
な
く
、
ひ
と
た
び
巡
回

に
出
発
す
れ
ば
「
一
人
」
に
な
る
。

い
く
ら
警
備
室
か
ら
遠
隔
監
視
を
し

て
い
て
も
死
角
は
あ
る
（
ト
イ
レ
内

等
）
。

　
労
働
災
害
事
故
を
減
ら
す
に
は
、

現
業
部
門
の
隊
員
一
人
一
人
が
安
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
低
下
す
る

原
因
を
認
識
し
任
務
に
当
た
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
人
は
感
情
や
疲
労
な
ど
に
よ
っ

て
作
業
の
質
と
量
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る

と
、
効
率
性
を
求
め
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
な
く
な

り
、
基
本
か
ら
逸
脱
し
た
作
業
を
行

い
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

【
警
備
業
に
お
け
る
労
働
災
害
事
故

の
原
因
】

　
警
備
業
の
労
働
災
害
事
故
は
、
１

号
警
備
業
務
で
は
巡
回
中
、
２
号
警

備
業
務
で
は
車
両
誘
導
中
に
起
き
や

す
い
。
Ａ
Ｉ
な
ど
の
資
本
で
は
代
替

で
き
な
い
業
務
が
多
い
警
備
業
に
お

い
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
に
頼
る
比
重
は

非
常
に
高
く
、
労
働
災
害
事
故
の
原

因
は
、
基
本
か
ら
逸
脱
し
た
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　
知
識
不
足
で
異
常
に
気
付
か
な

い
。
先
入
観
や
固
定
観
念
、
思
い
込

み
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
無
意
識

に
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
判
断
は

正
し
か
っ
た
が
、
誤
っ
た
方
法
で
実

施
し
て
し
ま
っ
た
な
ど
。

　
ま
た
、
疲
労
が
蓄
積
し
、
注
意
が

散
漫
に
な
り
見
落
と
す
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
人
的
作
業
の
弱
さ

が
露
呈
す
る
。

　
近
年
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
注
目
が
高
ま

り
、
各
企
業
に
お
い
て
、
様
々
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
シ
ス
テ

ム
や
、
ツ
ー
ル
な
ど
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
業
務
の
効
率
性
・
確
実
性
を

高
め
、
生
産
性
の
向
上
が
図
れ
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
だ
。

　
警
備
業
界
に
お
い
て
も
、
Ｄ
Ｘ
の

導
入
と
浸
透
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぎ
、
作
業
の

効
率
性
・
正
確
性
が
向
上
で
き
る
。

　
機
械
は
、
基
本
に
沿
っ
た
作
業
を

淡
々
と
こ
な
す
こ
と
が
得
意
で
あ

り
、
人
間
の
よ
う
に
感
情
に
よ
る
バ

イ
ア
ス
を
排
除
で
き
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
多
く
勤
務
す
る

職
場
に
あ
っ
て
は
、
体
力
的
な
負
担

を
軽
減
し
、
安
全
に
働
け
る
環
境
を

構
築
で
き
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
特
徴
は
、
労
働
災

害
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

【
警
備
業
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
労
働
災
害

事
故
防
止
策
】

〇
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
例
え
ば
、
事
故
に
至
ら
な
か
っ
た

理
由
や
、
回
避
で
き
た
能
力
な
ど
の

観
点
を
捉
え
た
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報

告
」
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
年
齢
・
経

験
年
数
・
経
験
勤
務
先
な
ど
、
属
性

別
に
転
倒
リ
ス
ク
や
、
柔
軟
性
・
適

応
性
能
力
の
特
徴
を
把
握
し
、
現
場

で
の
課
題
を
「
見
え
る
化
」
さ
せ

る
。
そ
の
結
果
、
個
別
に
具
体
的
な

教
育
・
指
導
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
労
働
災

害
事
故
防
止
策
が
構
築
さ
れ
る
。

〇
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
警
備
会
社
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

（
人
事
・
経
理
・
総
務
な
ど
、
社
内

を
管
理
す
る
部
門
）
は
、
普
段
現
場

で
勤
務
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
業
務
を
最
適

化
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
業
務
を
テ

レ
ワ
ー
ク
に
当
て
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
そ
れ
は
通
勤
と
い
う
リ
ス
ク

を
回
避
さ
せ
、
労
働
災
害
事
故
防
止

に
結
び
付
く
。

【
警
備
業
界
に
お
け
る
労
働
災
害
事

故
の
将
来
】

　
今
後
、
警
備
業
界
も
Ｄ
Ｘ
化
に
よ

る
人
的
作
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
「
新
し
い
警
備
の
形
」
が
次
々

と
現
れ
、
業
務
内
容
が
大
転
換
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
デ
ジ

タ
ル
化
で
は
、
代
替
え
で
き
な
い
業

務
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
必
ず
残
る
。

最
後
の
砦
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
的

作
業
に
つ
い
て
は
付
加
価
値
が
付

き
、
ひ
い
て
は
警
備
業
界
の
社
会
的

地
位
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
自

負
し
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、

既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
変
わ
る

今
、
労
働
災
害
事
故
防
止
策
も
変
わ

る
時
で
は
な
い
か
。

論
文
最
優
秀
賞

労
働
災
害
事
故
防
止
の
考
え
方

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
千
葉
㈱
／
髙
橋
　
哲
弘

論
文
部
門

【
最
優
秀
賞
】

　
○ 

労
働
災
害
事
故
防
止
の
考
え
方

　
　
（
髙
橋
哲
弘
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
千
葉
㈱
）

【
優
秀
賞
】

　
○ 

生
活
習
慣
病
と
労
災
（
中
島
久
美
子
・
㈱
日
警
保
安
）

　
○ 

「
仕
組
み
」
と
「
意
識
」
（
松
野
　
準
・
㈱
Ｍ
Ｓ
Ｋ
）

【
奨
励
賞
】

　
○ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
起
因
す
る
労
災
０
を
目
指
し
て

（
朝
生
宏
史
・
綜
合
警
備
保
障
㈱
）

　
○ 

労
働
災
害
防
止
と
Ａ
Ｉ
技
術
活
用
に
つ
い
て

　
　
（
竹
田
健
吾
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
千
葉
㈱
）

　
○ 

健
康
管
理
対
策
に
つ
い
て
（
安
達
奈
緒
・
㈱
日
警
保
安
）

ポ
ス
タ
ー
部
門

【
最
優
秀
賞
】

　
○ 

「
指
・
装
・
報
」

忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
（
菅
澤
将
樹

・
㈱
エ
ム
サ
ス
）

【
優
秀
賞
】

　
○ 

そ
の
確
認
大
丈

夫
？
（
江
口
浩
喜

・
㈱
エ
ム
サ
ス
）

　
○ 

全
員
で
目
指
す
ゼ

ロ
災
（
錦
織
夏
海

・
㈱
ス
ワ
ッ
ト
）

【
奨
励
賞
】

　
○ 

周
囲
の
安
全
確
認

（
安
達
奈
緒
・
㈱
日
警
保
安
）

　
○ 

健
康
診
断
は
重
要
（
中
島
久
美
子
・
㈱
日
警
保
安
）

　
○ 

労
働
災
害
を
な
く
そ
う

　
　
（
宍
田
利
孝
・
北
総
警
備
保
障
㈱
）

標
語
部
門

【
最
優
秀
賞
】

　
○ 

あ
わ
て
る
な 

焦
る
気
持
ち
が 

事
故
の
も
と 

落
ち
着
き
行

動 

労
災
ゼ
ロ
へ
（
菅
澤
義
弘
・
㈱
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
）

【
優
秀
賞
】

　
○ 

自
分
だ
け
は
大
丈
夫 

そ
の
慢
心
が 

事
故
招
く

　
　
（
黒
川
明
子
・
㈱
ス
ワ
ッ
ト
）

　
○ 

ゼ
ロ
災
害 

今
か
ら 

こ
こ
か
ら 

自
分
か
ら

　
　
（
大
谷
一
夫
・
㈱
ス
ワ
ッ
ト
）

【
奨
励
賞
】

　
○ 

労
災
防
止
の
第
一
歩 

な
く
そ
う
死
角
と
障
害
物

　
　
（
荒
川
　
眞
・
㈲
龍
成
警
備
）

各部門表彰

【ポスター部門】入選作品

し
て
い
た
だ
き
、
労
働
災
害
事
故

「
ゼ
ロ
」へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
経
営
者
や
幹
部
に
は
、
警

備
員
の
安
全
と
健
康
を
守
る
と
い

う
重
い
責
任
が
あ
り
ま
す
。
「
労

働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
も

出
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を

も
っ
て
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。


